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こ
れ
か
ら
一
緒
に
楽
し
く
勉
強
し
よ
う
ね

竜
森
小
最
後
の
入
学
式
で

今
年
の
市
立
小
学
校
16
校
の
入
学
式
で
は
、２
４
８
人
の
新
１
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。学
校
統
合
の
た
め
今
年

度
限
り
で
閉
校
と
な
る
竜
森
小
学
校
に
は
、藤
本
巽（
た
つ
み
）く
ん
と
三
上
美
里
さ
ん
の
２
人
が
仲
間
入
り
。在
校

生
に
よ
る「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」で
は
、複
式
学
級
で
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
に
な
る
２
年
生
の
梅
原
琢
也
く
ん

が
、手
作
り
の
冠
と
レ
イ
を
２
人
に
か
け「
こ
れ
か
ら
一
緒
に
楽
し
く
勉
強
し
よ
う
ね
」と
歓
迎
し
ま
し
た
。
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画
課
）▽
高
齢
者
支
援
課
／
鈴
木
祐
悦（
福

祉
課
）／
福
原
稲
子（
都
市
計
画
課
）／
千

葉
祐
幸（
広
報
情
報
課
）／
佐
藤
香
奈
子（
生

涯
学
習
課
）▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

／
所
長
＝
加
賀
谷
準
夫（﹇
阿
﹈市
民
福
祉

課
）▽
鷹
巣
中
央
保
育
園
／
長
崎
房
子（
鷹

巣
東
）／
片
岡
八
千
代（
福
祉
課
）▽
鷹
巣

東
保
育
園
／
成
田
美
佳
子（
あ
い
か
わ
）／

菊
池
恵
美
子（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）／
三
浦

広
子（
米
内
沢
）▽
あ
い
か
わ
保
育
園
／
伊

藤
み
ゆ
き（
米
内
沢
）／
吉
田
以
真
子（
市

保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
米
内
沢
保
育
園
／
松

橋
皆
子（
あ
い
か
わ
）／
福
田
初
子（
あ
い

か
わ
）▽
浦
田
保
育
園
／
柏
木
美
貴
子（
米

内
沢
）▽
前
田
保
育
園
／
田
中
朋
子（
総
務

部
付
）▽
阿
仁
合
保
育
園
／
田
口
鐘
子（
大

阿
仁
）／
春
日
洋
子（
阿
仁
病
院
）▽
大
阿

仁
保
育
園
／
松
橋
幸
子（
浦
田
）

■
産
業
部

▽
農
林
課
／
課
長
＝
工
藤
正
則（﹇
合
﹈市

民
福
祉
課
）／
戸
嶋
哲
行（﹇
阿
﹈産
業
建
設

課
）／
柴
田
明
弘（﹇
阿
﹈産
業
建
設
課
）／

冨
谷
和
史（
生
活
環
境
課
）／
相
馬
覚（
ク

リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）▽
商
工

観
光
課
／
課
長
＝
斎
藤
彦
志（
商
工
観
光

課
）／
廣
瀬
淳
一（﹇
阿
﹈市
民
福
祉
課
）／

櫻
田
進（
財
政
課
）／
大
野
拓
哉（
総
務
部

付
）

課
）／
長
岐
隆
志（
農
林
課
）▽
税
務
課
／

課
長
＝
津
谷
憲
司（
会
計
課
長
）／
中
嶋
健

文（
総
務
課
）／
水
木
正
範（﹇
森
﹈企
画
総

務
課
）／
成
田
章
子（
高
齢
者
支
援
課
）／

金
英
則（﹇
森
﹈産
業
建
設
課
）

■
市
民
生
活
部

▽
市
民
課
／
課
長
＝
佐
々
木
一
志（
市
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
保
険
課
／
上
杉
実

（﹇
阿
﹈産
業
建
設
課
）▽
医
療
推
進
課
／
菊

地
真
由
美（
教
育
委
員
会
総
務
課
）▽
阿
仁

病
院
／
事
務
長
＝
渡
部
哲
男（
広
報
情
報

課
長
）▽
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
／
所

長
＝
吉
田
喜
代
志（
合
川
体
育
館
）／
庄
司

光
子（
高
齢
者
支
援
課
）▽
合
川
保
健
セ
ン

タ
ー
／
所
長（
合
川
診
療
所
事
務
長
兼
務
）

＝
木
村
正
三（
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
）／
鈴

木
栄
子（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
生
活
環
境

課
／
課
長
＝
工
藤
隆
憲（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
）／
藤
野
義
則（[

阿]

市
民

福
祉
課
）／
福
田
い
ず
み（
合
川
山
村
留
学

セ
ン
タ
ー
）／
細
田
仁（
福
祉
課
）▽
ク
リ
ー

ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
／
佐
藤
照
章

（
中
央
公
民
館
）／
斉
藤
順
悦（
阿
仁
病
院
）

■
福
祉
事
務
所

▽
福
祉
課
／
課
長
＝
金
義
孝（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
）／
中
林
三
千
夫（
生
涯
学

習
課
）／
米
澤
潤（
商
工
観
光
課
）／
松
尾

厚
子（
水
道
課
）／
小
笠
原
武（
管
財
課
）／

藤
原
甚
英（
税
務
課
）／
佐
藤
敦（
都
市
計

電
算
シ
ス
テ
ム
課
／
課
長
＝
石
川
仁
司（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
）

■
総
務
部

◎
部
長
＝
畠
山
勇
悦（
企
画
部
長
）

▽
総
務
課
／
課
長
＝
津
谷
和
暁（
監
査
委

員
事
務
局
）／
佐
藤
要（
税
務
課
）／
高
橋

浩
二（
総
務
部
付
）／
佐
藤
貴
詩（
義
務
教

育
課
）▽
危
機
管
理
対
策
室
／
主
幹
・
室
長

＝
仲
谷
茂
好（
農
林
課
）／
片
岡
清
巳（
選

挙
管
理
委
員
会
）／
佐
藤
誠（
生
活
環
境
課
）

▽
管
財
課
／
課
長
＝
疋
田
栄
作（﹇
合
﹈市

民
福
祉
課
長
）／
原
兵
誠（﹇
阿
﹈企
画
総
務

※﹇
阿
﹈﹇
合
﹈﹇
森
﹈は
阿
仁
支
所
・
合
川
支

所・森
吉
支
所

■
企
画
部

◎
部
長
＝
松
岡
宗
夫（
建
設
部
長
）

▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
／
室
長
＝
三
上
純

治（
総
合
政
策
課
）▽
行
財
政
改
革
室
／
主

幹
・
室
長
＝
畠
山
正（
生
活
環
境
課
）／
平

川
貴
章（
総
務
部
付
）／
▽
財
政
課
／
佐
藤

義
隆（﹇
合
﹈産
業
建
設
課
）▽
広
報
情
報
課

／
課
長
＝
竹
田
勇
人（
電
算
シ
ス
テ
ム
課

長
）／
桜
井
條
史（﹇
合
﹈企
画
総
務
課
）▽

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

異
動
総
数
は
２
２
５
人
、
う
ち
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局
が

１
８
７
人
、
消
防
本
部
38
人
で
、
退
職
者
は
38
人
で
し
た
。

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
先
送
り
と
な
っ
た
も
の
の
、
厳
し
い
財
政
事

情
を
考
慮
し
、
企
画
部
に
行
財
政
改
革
室
を
、
ま
た
、
総
務
部
に
は
、

９
・
17
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
危
機
管
理
対
策
室
を
森
吉
支
所
内
に
新
設

し
ま
し
た
。

秋
田
県
へ
は
、
企
業
誘
致
、
全
国
植
樹
祭
推
進
、
観
光
及
び
災
害
復

旧
業
務
で
、
工
業
振
興
課
、
農
林
政
策
課
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
に
６

人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

人

事

異

動
（
）
は
異
動
前
。部
課
長
、

退
職
者
等
を
除
き
役
職

は
省
略
し
て
い
ま
す

広報きたあきた　20．４．16　 ３ 

務
局
）／
畠
山
雅
任（
生
涯
学
習
課
）／
新

田
あ
さ
み（﹇
合]
企
画
総
務
課
）／
佐
藤
修

（
総
務
課
）▽
た
か
の
す
幼
稚
園
／
熊
谷
節

子（
あ
い
か
わ
保
育
園
）▽
合
川
山
村
留
学

セ
ン
タ
ー
／
木
村
秀
信（
合
川
公
民
館
）▽

小
中
学
校
／
綴
子
小
校
務
員
＝
奥
山
昭
光

（
前
田
小
）／
鷹
巣
西
小
校
務
員
＝
武
田
信

夫（
綴
子
小
）／
鷹
巣
東
小
校
務
員
＝
長
宣

男（
高
校
教
育
課
）／
前
田
小
校
務
員
＝
湊

秀
次（﹇
阿]

市
民
福
祉
課
）／
阿
仁
合
小
校

務
員
＝
梅
邑
ミ
サ（
森
吉
中
）／
鷹
巣
南
中

校
務
員
＝
藤
田
和
広（
鷹
巣
東
小
）／
森
吉

中
校
務
員
＝
三
浦
節
子（
阿
仁
合
小
）▽
生

涯
学
習
課
／
松
田
淳
子（﹇
森]

企
画
総
務
課
）

／
小
松
武
志（
商
工
観
光
課
）▽
文
化
会
館

／
九
嶋
巧（
農
林
課
）▽
中
央
公
民
館
／
館

長
＝
柴
田
美
喜
子（﹇
森]

市
民
福
祉
課
）／

成
田
博
幸（
文
化
会
館
）▽
森
吉
公
民
館
／

木
村
静
子（﹇
森]

市
民
福
祉
課
）▽
阿
仁
公

民
館
／
佐
々
木
徹（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）▽

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
佐
藤
澄
夫（
農
林
課
）

▽
合
川
体
育
館
／
山
本
明
美（
森
吉
公
民

館
）

■
選
挙
管
理
委
員
会

田
村
義
明（
保
険
課
）／
高
橋
将
樹（
総

務
部
付
）

■
監
査
委
員
事
務
局

柴
田
榮
則（
高
齢
者
支
援
課
）

■
消
防
本
部（
消
防
吏
員
）

◎
消
防
次
長
兼
消
防
署
長
＝
藤
島
孝
雄（
森

吉
分
署
長
）▽
予
防
課
／
課
長
＝
伊
東
郷

美（
阿
仁
分
署
長
）／
白
沢
満
雄（
阿
仁
分

署
）／
長
岐
順
一（
警
防
課
）▽
警
防
課
／

中
嶋
誠（
森
吉
分
署
）▽
北
秋
田
市
消
防
署

／
大
沢
誠
治（
阿
仁
分
署
）／
成
田
悟（
合

川
分
署
）／
宮
野
義
行（
合
川
分
署
）／
庄

司
満
久（
阿
仁
分
署
）▽
森
吉
分
署
／
分
署

長
＝

橋
進（
合
川
分
署
長
）／
成
田
忠
男

（
市
消
防
署
）／
中
嶋
忍（
市
消
防
署
）／
五

十
嵐
高
次（
上
小
阿
仁
分
署
）▽
阿
仁
分
署

／
分
署
長
＝
大
沢
秀
高（
上
小
阿
仁
分
署
）

／
長
岐
篤
市（
市
消
防
署
）／
越
前
谷
正
光

（
上
小
阿
仁
分
署
）／
武
石
博（
合
川
分
署
）

／
佐
藤
純（
市
消
防
署
）／
近
藤
典
昭（
上

小
阿
仁
分
署
）／
工
藤
恭
平（
市
消
防
署
）

▽
合
川
分
署
／
分
署
長
＝
熊
谷
秀
雄（
予

防
課
）／
中
嶋
則
幸（
市
消
防
署
）／
近
藤

高
広（
市
消
防
署
）／
吉
田
富
昭（
森
吉
分

署
）▽
上
小
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
松
岡

嗣
男（
予
防
課
）／
齊
藤
進（
阿
仁
分
署
）／

松
橋
正
弘（
森
吉
分
署
）／
井
山
知
也（
阿

仁
分
署
）／
成
田
祐
吾（
阿
仁
分
署
）

■
議
会
事
務
局

土
濃
塚
廣
孝（
福
祉
課
）／
木
村
元
紀（
総

合
政
策
課
）

■
教
育
委
員
会

▽
総
務
課
／
課
長
＝
木
村
知
剛（
議
会
事

務
課
）／
上
田
正
靖（
水
道
課
）▽
前
田
出

張
所
／
所
長
＝
松
浦
賢
一（﹇
森]

産
業
建

設
課
）

■
阿
仁
支
所

◎
支
所
長
＝
西
根
邦
明（
下
水
道
課
長
）

▽
企
画
総
務
課
／
加
賀
光
也（﹇
森]

企
画

総
務
課
）／
平
川
優
子（﹇
合]

市
民
福
祉
課
）

▽
市
民
福
祉
課
／
課
長
＝
佐
藤
信
子（
福

祉
課
）／
佐
藤
晶
彦（﹇
阿]

企
画
総
務
課
）

／
佐
藤
ま
り
子（﹇
森]

市
民
福
祉
課
）／
畠

山
英
利（
消
防
本
部
総
務
課
）／
福
嶋
智
美

（﹇
阿]

企
画
総
務
課
）／
九
島
友
康（
福
祉
課
）

▽
産
業
建
設
課
／
課
長
＝
泉
健
太
郎（
阿

仁
病
院
事
務
長
）／
湯
沢
栄
治（
商
工
観
光

課
）／
原
眞
理
子（
医
療
推
進
課
）／
後
藤

政
人（﹇
合]

産
業
建
設
課
）▽
大
阿
仁
出
張

所
／
所
長
＝
伊
東
健
一（
市
民
課
長
）

◎
会
計
管
理
者
＝
千
葉
昭
平（
教
育
委
員

会
総
務
課
長
）

▽
会
計
課
／
課
長
＝
嶺
脇
裕
徳（
選
挙
管

理
委
員
会
）／
杉
渕
典
子（﹇
合]

市
民
福
祉

課
）／
佐
藤
学（﹇
森]

企
画
総
務
課
）

■
水
道
課

下
野
朋
子（
消
防
本
部
総
務
課
）／
藤
嶋

幸
広（
下
水
道
課
）

■
消
防
本
部（
一
般
職
）

▽
総
務
課
／
佐
藤
孝
一（﹇
阿]

市
民
福
祉
課
）

／
畠
山
久
子（
会
計
課
）

■
建
設
部

◎
部
長
＝
赤
石
光
悦（﹇
森
﹈産
業
建
設
課
長
）

▽
都
市
計
画
課
／
鈴
木
正
子（
総
務
課
）／

石
川
俊
明（
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
）▽
建
設
課
／
岸
野
泰
晴（﹇
森
﹈産
業

建
設
課
）▽
下
水
道
課
／
課
長
＝
畠
山
修

（﹇
合
﹈企
画
総
務
課
）

■
合
川
支
所

▽
企
画
総
務
課
／
杉
渕
テ
ル（﹇
阿
﹈企
画

総
務
課
）／
秋
元
泰
之（
福
祉
課
）／
野
呂

康
一（
税
務
課
）▽
市
民
福
祉
課
／
課
長
＝

野
呂
勉（
総
務
部
付
）／
高
橋
守（
福
祉
課
）

／
近
藤
チ
カ
子（﹇
合
﹈企
画
総
務
課
）／
池

田
恒
平（
高
齢
者
支
援
課
）／
佐
藤
礼
介（
市

民
課
）▽
産
業
建
設
課
／
課
長
＝
藤
嶋
一

夫（
農
林
課
）／
福
岡
正
治（
建
設
課
）／
杉

渕
清
純（﹇
森
﹈産
業
建
設
課
）／
金
澤
聡
志

（
建
設
課
）

■
森
吉
支
所

◎
支
所
長
＝
長
谷
川
好
久（
総
務
課
長
）

▽
企
画
総
務
課
／
杉
渕
正
子（﹇
合
﹈企
画

総
務
課
）／
成
田
嘉
彦（
総
務
部
付
）／
佐

藤
洋
子（﹇
阿
﹈市
民
福
祉
課
）／
萩
野
貴
久

（
会
計
課
）▽
市
民
福
祉
課
／
木
村
唱
子（﹇
阿
﹈

産
業
建
設
課
）／
伊
東
由
美
子（﹇
合
﹈市
民

福
祉
課
）▽
産
業
建
設
課
／
課
長
＝
工
藤

仁
志（﹇
森
﹈産
業
建
設
課
）／
中
嶋
せ
い
子

（
阿
仁
病
院
）／
佐
藤
誠（
教
育
委
員
会
総

人事異動
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■
派
遣（
総
務
部
付
発
令
）

【
県
等
へ
】

▽
北
秋
田
周
辺
衛
生
施
設
組
合
＝
高
田
耕

搾（﹇
阿
﹈産
業
建
設
課
）▽
北
秋
田
市
上
小

阿
仁
村
病
院
組
合
＝
藤
原
清
子（
保
健
セ

ン
タ
ー
）／
佐
藤
ま
ゆ
み（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
）／
菊
地
久
美
子（
福
祉
課
）／

櫻
田
真
由
美（
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
秋
田
県

商
工
業
振
興
課
＝
村
形
晴
樹（﹇
合
﹈産
業

建
設
課
）▽
北
秋
田
地
域
振
興
局
＝
小
笠

原
千
春（﹇
合
﹈産
業
建
設
課
）／
柴
田
照
悦

（﹇
森
﹈企
画
総
務
課
）

【
秋
田
県
教
育
委
員
会
か
ら
】

▽
義
務
教
育
課
／
山
田
仁
美
▽
合
川
高
校

／
校
長
＝
武
藤
四
郎
／
教
諭
＝
近
藤
俊
春

■
新
規
採
用
‥
‥〈

〉は
配
属
先

▽
市
長
部
局

山
田
和
人〈
市
民
生
活
部
市
民
課
〉／
長
崎

剛
征〈
福
祉
事
務
所
福
祉
課
〉／
藤
島
あ
ゆ

美〈
森
吉
支
所
企
画
総
務
課
〉

▽
消
防
本
部（
消
防
吏
員
）

藤
本
誠〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉／
佐
藤
洋
平

〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉／
八
幡
竹
之〈
森
吉

分
署
〉／
高
坂
優
輝〈
阿
仁
分
署
〉／
佐
藤

勝
人〈
合
川
分
署
〉

■
退
職
者

▽
久
留
嶋
正
夫（
総
務
部
長
）／
若
木
俊
雄

（
森
吉
支
所
長
）／
田
口
惣
一（
阿
仁
支
所

長
）／
奈
良
尚
里（
会
計
管
理
者
）／
石
川

良
一（
管
財
課
長
）／
松
橋
隆（
税
務
課
長
）

／
伊
藤
和
也（
生
活
環
境
課
長
）／
金
田
悦

子（
福
祉
課
長
）／
関
口
正
則（
農
林
課
長
）

／
佐
藤
慶
一（
商
工
観
光
課
長
）／
櫻
田
良

夫（
合
川
支
所
産
業
建
設
課
長
）／
庄
司
政

雄（
森
吉
支
所
前
田
出
張
所
長
）／
菅
原
一

夫（
阿
仁
支
所
産
業
建
設
課
長
）／
高
田
正

鴻（
阿
仁
支
所
大
阿
仁
出
張
所
長
）／
松
橋

田
加
生（
消
防
次
長
）／
秋
元
忠
雄（
消
防

予
防
課
長
）／
佐
藤
弘
二（
消
防
上
小
阿
仁

分
署
長
）／
藤
岡
栄
一（
中
央
公
民
館
長
）

／
近
藤
テ
イ
子（
税
務
課
主
幹
）／
松
田
康

博（
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
主

幹
）／
金
沢
恵
美
子（
鷹
巣
中
央
保
育
園
主

幹
）／
疋
田
槇
子（
合
川
支
所
市
民
福
祉
課

主
幹
）／
金
晃
作（
森
吉
支
所
企
画
総
務
課

主
幹
）／
木
村
正
彦（
生
涯
学
習
課
主
幹
）

／
成
田
眞
理
子（
生
活
環
境
課
参
事
）／
畠

山
キ
ミ
子（
あ
い
か
わ
保
育
園
参
事
）／
梅

村
房
子（
阿
仁
保
育
園
参
事
）／
成
田
幸
子

（
合
川
支
所
市
民
福
祉
課
参
事
）／
相
馬
栄

一（
消
防
森
吉
分
署
参
事
）／
木
村
松
雄（
消

防
阿
仁
分
署
参
事
）／
佐
藤
一
三（
阿
仁
公

民
館
参
事
）／
丸
谷
公
祐（
合
川
高
等
学
校

教
諭
）／
松
橋
公
子（
鷹
巣
中
央
保
育
園
副

主
幹
）／
佐
藤
真
紀
子（
森
吉
支
所
産
業
建

設
課
副
主
幹
）／
近
藤
陽
子（
た
か
の
す
幼

稚
園
主
任
教
諭
）／
鈴
木
幸
光（
鷹
巣
西
小

学
校
技
能
員
）／
櫻
庭
嘉
憲（
鷹
巣
南
中
学

校
校
務
員
）／
高
橋
充（
合
川
高
等
学
校
校

長
・
派
遣
満
了
秋
田
県
へ
）

杉
組
／（
合
川
地
区
）北
農
災
第
31
工
区
▽

５
０
４
０
万
円
▽
㈱
佐
藤
庫
組
／
同
38
工

区
▽
１
１
７
２
万
８
５
０
０
円
▽
㈲
喜
組

道
路
災
害
復
旧
工
事（
市
道
荒
瀬
川
線
）第

１
４
２
号
▽
３
１
８
１
万
５
０
０
０
円
▽

古
河
林
業
土
木
㈱
／
同
３
７
７
号
▽
４
２

０
万
円
▽
山
一
林
業
㈱
／
同
３
７
８
号
▽

４
８
６
万
１
５
０
０
円
▽
㈲
阿
仁
土
建
／

同
３
７
９
号
▽
４
３
５
万
７
５
０
０
円
▽

㈲
岸
野
建
設
／（
市
道
萱
草
幸
屋
線
）▽
２

９
８
万
２
０
０
０
円
▽
㈱
上
杉
組
／（
市
道

幸
屋
線
）第
３
９
１
号
▽
４
２
０
万
円
▽
㈱

上
杉
組
／
同
３
９
２
号
▽
８
４
０
万
円
▽

㈱
上
杉
組
／（
市
道
三
枚
向
林
線
）▽
１
１

５
５
万
円
▽
古
河
林
業
緑
化
㈱
／（
市
道
銀

山
水
無
線
）▽
１
５
９
０
万
７
５
０
０
円
▽

㈲
鈴
謙
／（
市
道
細
越
発
電
所
線
）▽
５
７

２
万
２
５
０
０
円
▽
㈲
ト
シ
設
備
工
業

河
川
災
害
復
旧
工
事（
準
用
河
川
東
又
川
左

岸
）▽
５
５
６
万
５
０
０
０
円
▽
㈲
千
葉
建

設
／（
普
通
河
川
惣
内
沢
川
左
岸
）▽
８
０

９
万
５
５
０
０
円
▽
㈲
庄
栄
組

都
市
公
園
災
害
復
旧
工
事（
米
代
川
河
川
緑

地
）▽
１
１
５
１
万
８
５
０
０
円
▽
㈱
大
川

建
設
／（
北
緯
40
度
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
）

▽
６
７
７
万
２
５
０
０
円
▽
古
河
林
業
緑

化
㈱

林
道
災
害
復
旧
工
事（
阿
仁
線
第
１
号
）

▽
８
９
５
万
６
５
０
０
円
▽
㈱
松
岡
組

／（
阿
仁
線
第
２
号
）▽
２
９
０
万
８
５

０
０
円
▽
㈱
松
岡
組
／（
阿
仁
線
第
４
号
）

▽
３
２
７
万
１
８
０
０
円
▽
古
河
林
業

土
木
㈱
／（
熊
鷹
線
第
１
～
４
号
）▽
１

２
４
７
万
４
０
０
０
円
▽
㈲
岸
野
建
設

／（
小
倉
沢
線
第
１
～
３
号
）▽
６
５
５

万
２
０
０
０
円
▽
㈲
鈴
謙
／（
雨
降
沢
線

第
１
号
）▽
３
５
７
万
円
▽
㈲
宗
和
／（
上

惣
内
線
第
１
～
３
号
）▽
６
５
８
万
３
５

０
０
円
▽
㈲
庄
栄
組

農
業
災
害
復
旧
事
業（
森
吉
地
区
）北
農

災
第
６
工
区
▽
１
０
７
６
万
２
５
０
０

円
▽
㈲
米
広
組
／
同
７
工
区
▽
５
４
７

５
万
７
５
０
０
円
▽
秋
田
土
建
㈱
／
同

９
工
区
▽
２
２
７
６
万
４
０
０
０
円
▽

㈱
大
川
建
設
／
同
10
工
区
▽
８
０
６
万

４
０
０
０
円
▽
池
田
建
設
㈱
／
同
11
工

区
▽
８
４
０
万
円
▽
㈲
吉
勝
組
／
同
14

工
区
▽
７
４
３
万
４
０
０
０
円
▽
神
成

土
建
㈱
／
同
15
工
区
▽
８
８
７
万
２
５

０
０
円
▽
吉
満
組
㈲
／（
阿
仁
地
区
）北

農
災
第
19
工
区
▽
４
３
０
万
５
０
０
０

円
▽
㈲
宗
和
／
同
20
工
区
▽
１
８
８
０

万
５
５
０
０
円
▽
㈲
岸
野
建
設
／
同
21

工
区
▽
８
３
７
万
９
０
０
０
円
▽
㈱
上

入
札
結
果
の
公
表
《
３
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

人事異動
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介護保険サービス事業所募集 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
開
設
・
増
設
等
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。市
内
に
事
業
所
を
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
法
人
等
は
、市

の
整
備
方
針
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
な
お
、今
回
の
募
集
は
、市

の
計
画
に
沿
っ
て「
平
成
20
年
度
に
整
備

す
る
事
業
所
」を
募
集
す
る
も
の
で
す
。

●
北
秋
田
市
の
整
備
方
針

１

平
成
20
年
度
の
整
備
予
定
事
業
所
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。整
備
予
定
以
外

の
申
請
は
、受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

２

事
業
所
の
整
備
に
つ
い
て
は
、事
業

者
自
ら
が
整
備
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

ま
す
。（
市
で
は
整
備
し
ま
せ
ん
）

●
審
査・決
定

書
類
審
査（
必
要
に
応
じ
て
整
備
予
定

地
確
認
審
査
）を
行
い
、審
査
委
員
会
を
経

て
、総
合
的
に
判
断
し
決
定
し
ま
す
。

な
お
、決
定
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

平
成
20
年
６
月
30
日（
月
）ま
で（
必
着
）

●
応
募（
申
請
）様
式

応
募
す
る
法
人
等
は
、応
募（
申
請
）書

類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、左
記
担
当
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。な
お
、郵
送
に
よ
る
受
取

を
希
望
す
る
場
合
は
、切
手
を
貼
付
し
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、請
求
し
て
下
さ
い
。

【
提
出
先・問
合
せ
先
】

福
祉
事
務
所
高
齢
者
支
援
課

住

所

北
秋
田
市
花
園
町
19-

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
62-

１
１
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
２
９
６

【別表：整備予定事業所】
１　居宅サービス/介護予防サービス
　①短期入所生活介護/ 
　　介護予防短期入所生活介護事業所 

２　地域密着型サービス
　①認知症対応型通所介護/ 

介護予防認知症対応型通所介護事業所 

　②小規模多機能型居宅介護/ 
介護予防小規模多機能型居宅介護事業所 

整備定員 備　　考整備予定地区
単独事業所 

整備定員
　５人 
　５人 

整備予定地区
合　　川 
阿　　仁 

整備定員
１５人 
１５人 

整備予定地区
森　　吉 
阿　　仁 

１箇所 市　内 ２０人 

二次  
募集  

介護予防拠点施設「げんきワールド」市民介護予防講座 

げんきワールド 

開催日
４月25日（金）
５月９日（金）
５月23日（金）
６月６日（金）
６月27日（金）
７月11日（金）
８月８日（金）
８月22日（金）
９月５日（金）
９月26日（金）

テ　ー　マ
サロン活動 

気軽にできる運動－１ 

気軽にできる運動－２ 

私の健康法－１ 

移動予防講座－ひまわりの家 

私の健康法－２ 

介護保険外サービス 

介護保険の勉強会

自分らしい生活を維持するために 

折り紙・塗り絵講座－１ 

ＪＲ鷹ノ巣
駅

鷹巣駅
秋田内陸

線

奥羽本線

●北都銀行

●秋田銀行

●北秋中央
　　　病院

げんきワールド 

●

◎申込み・問合せ 
　介護予防拠点施設「げんきワールド」 

６０－１３３５

◆時　間　全講座１３：３０～１５：３０（受付13時） 
◆対　象　どなたでも参加できますが、講座によってはシニア
　　　　　向けに限定する場合もあります。 
◆定　員　30名（先着順） 
◆内　容　講義のあとにレクリエーションやゲーム各種お楽し
　　　　　みの時間もあります。 
◆場　所　げんきワールド（北秋田市松葉町10－13） 
◆費　用　各講座ごとに原則無料　※移動予防講座は入館料の

負担があります。 
◆講　師　医師、健康運動指
導士、保健師、栄養士、歯科
衛生士、社会福祉士等の専門
職、げんきワールド職員 
◆申込方法　電話で下記まで
お申し込みください。（４月
～６月までの講座を受付ま
す） 
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新
生・北
秋
田
市
商
工
会
が
船
出

新
生・北
秋
田
市
商
工
会
が
船
出

新
生・北
秋
田
市
商
工
会
が
船
出

県
連
合
会
北
部
指
導
セ
ン
タ
ー

も

鷹
巣
町
商
工
会
、阿
仁
森
吉
商
工
会
、合

川
町
商
工
会
の
３
商
工
会
が
合
併
し
て
誕

生
す
る
北
秋
田
市
商
工
会（
伊
藤
公
夫
会
長
）

の
開
所
式
が
４
月
１
日
、住
吉
町
の
市
産

業
会
館
で
行
わ
れ
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

＊

＊

北
秋
田
地
域
の
商
工
会
の
合
併
は
、平

成
15
年
７
月
に
合
川
、森
吉
、阿
仁
、上
小

阿
仁
の
４
商
工
会
で
合
併
協
定
書
の
調
印

ま
で
進
ん
だ
も
の

の
、本
所
の
位
置

等
の
問
題
で
合
併

に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、

森
吉
と
阿
仁
が
協

議
を
再
開
し
、平

成
17
年
４
月
に
阿

仁
森
吉
商
工
会
が

誕
生
し
ま
し
た
。

市
の
合
併
後
も

市
内
に
３
つ
の
商

工
会
が
存
在
す
る

状
況
が
続
き
ま
し

た
が
、翌
年
11
月

に
鷹
巣
と
合
川
の

２
商
工
会
の
合
併

案
が
浮
上
し
た
の
を
契
機
に
、阿
仁
森
吉

も
加
わ
り
３
商
工
会
の
一
本
化
へ
の
道
が

開
け
ま
し
た
。

昨
年
６
月
15
日
に
は
基
本
協
定
書
に
調

印
。そ
の
後
、実
質
的
な
協
議
を
行
う
北
秋

田
地
区
商
工
会
合
併
推
進
協
議
会（
伊
藤

公
夫
会
長
）が
設
立
さ
れ
、本
格
的
な
協
議

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
や
組
織
、

事
務
体
制
な
ど
を
説
明
、出
さ
れ
た
意
見

な
ど
を
も
と
に
協
議
内
容
を
集
約
し
、合

併
推
進
協
議
会
の
決
定
を
経
て
各
商
工
会

が
臨
時
総
会
で
合
併
を
承
認
、12
月
14
日
、

３
商
工
会
の
会
長
と
立
会
人
の
岸
部
市
長

が
そ
れ
ぞ
れ
署
名
捺
印
し
、合
併
契
約
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。今
年
３
月
１
日

に
は
合
併
認
可
承
認
申
請
書
を
秋
田
県
知

事
に
提
出
し
、こ
の
日
を
迎
え
た
も
の
で
す
。

産
業
会
館
前
で
開
か
れ
た
開
所
式
で
は
、

は
じ
め
に
北
秋
田
地
域
振
興
局
の
三
浦
良

則
地
域
企
画
課
長
が
伊
藤
公
夫
会
長
に
合

併
認
可
書
を
交
付
。

こ
の
後
伊
藤
会
長
が
、「
鷹
巣
阿
仁
地
域

は
古
く
か
ら
一
つ
の
経
済
圏
と
し
て
人
的
、

経
済
的
に
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
。し
か
し
、

人
口
減
少
や
大
型
店
の
進
出
な
ど
商
工
業

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
共
通
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。３
商
工
会
を
新
た
に

捉
え
な
お
し
再
編
す
る
こ
と
は
避
け
て
通

る
こ
と
の
で
き
な
い
道
だ
っ
た
。今
後
は
、

単
に
効
率
化
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
進
め
、企
業
支
援
、地

域
振
興
に
ま
い
進
し
た
い
」な
ど
と
、決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、伊
藤
会
長
、佐
藤
吉
廣
・
北
林

昭
男
両
副
会
長
、商
工
会
連
合
会
関
係
者
、

岸
部
市
長
、吉
岡
議
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
新
生
北
秋
田
市
商
工
会
の
船
出

が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
の
理
事
会
・
役
員
会
で
は
執
行

体
制
な
ど
を
確
認
。会
場
を
移
し
て
開
か

れ
た
祝
賀
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

振
り
か
え
り
な
が
ら
、市
商
工
会
の
発
足

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

な
お
、市
商
工
会
の
組
織
は
本
所
及
び

３
支
所
の
体
制
と
な
り
、本
所
に
は
経
営

指
導
員
５
人
を
含
め
職
員
11
人
、３
支
所

に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
経
営
指
導
員
１

人
を
含
め
職
員
３
人
が
配
置
と
な
り
、職

務
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
本
所
所
在
地
＝
住
吉
町
12
―
18（

62-
１
８
５
０
）／
合
川
支
所
＝
新
田
目
字

大
野
80
―
１（

78-

２
３
４
６
）／
森
吉
支

所
＝
米
内
沢
字
寺
の
下
20
―
３（

72-

３

１
４
９
）／
阿
仁
支
所
＝
阿
仁
銀
山
字
下

新
町
１
１
９
―
４（

82-

２
２
０
６
）

ま
た
同
日
、大
館
市
か
ら
北
秋
田
市
に

事
務
所
を
移
転
し
た
秋
田
県
商
工
会
連
合

会
北
部
指
導
セ
ン
タ
ー「
街
な
か
Ｉ
Ｔ
プ

ラ
ザ
」（
小
笠
原
正
武
セ
ン
タ
ー
長
）が
松

葉
町
・
銀
座
通
り
商
店
街
の
一
角
に
オ
ー

プ
ン
し
、４
月
１
日
、開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

＊

＊

同
セ
ン
タ
ー
は
、商
工
会
員
を
対
象
と

し
て
経
営
革
新
や
商
品
開
発
、販
路
の
拡

大
な
ど
の
指
導
や
助
言
を
行
う
機
関
で
、

商
店
街
の
中
心
に
設
置
さ
れ
た
店
舗
型
の

セ
ン
タ
ー
は
全
国
初
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
も
常
備
さ
れ
、

Ｉ
Ｔ
関
連
の
指
導
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

小
笠
原
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
商
工
会
員
だ

け
で
な
く
、一
般
の
方
々
に
も
広
く
利
用

し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

伊
藤
会
長
、岸
部
市
長
ら
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
新
生
商

工
会
の
船
出
を
祝
い
ま
し
た

▲１日オープンした県北地区の商工
　業の支援拠点「街なかＩＴプラザ」

▲

街

な

か

Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ

商工業の 
２拠点が 
発　　足 

ま
さ
お

本
所
・
３
支
所

職
員
20
人
体
制
で

商
店
街
共
生
型
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー

「
街
な
か
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
」

商工業の２拠点が発足

広報きたあきた　20．４．16　 ７ 

年度始めの訓示 

◇
３
月
16
日
～
31
日

市
長
日
誌

17
日
（
月
）
▽
大
野
台
工
業
団
地
光
フ
ァ
イ
バ
ー
開
通
に
伴

う
確
認
式
及
び
懇
談
会
・
交
流
会
に
出
席
（
二

ツ
井
パ
ネ
ル
事
務
所
、
合
川
支
所
）

19
日
（
水
）
▽
竜
森
小
学
校
卒
業
式
に
出
席（
竜
森
小
学
校
）

▽
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
用
務
で
秋
田
大
学
附

属
病
院
を
訪
問
（
秋
田
大
学
附
属
病
院
）

21
日
（
金
）
▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会

議
（
市
議
事
堂
）

23
日
（
日
）
▽
北
秋
田
市
美
術
展
表
彰
式
に
出
席
（
中
央
公

民
館
）

24
日
（
月
）
▽
東
北
・
治
水
の
今
後
半
世
紀
を
展
望
す
る
座

談
会
に
出
席
（
仙
台
市
）

25
日
（
火
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理

者
会
議
及
び
議
会
に
出
席（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
）

27
日
（
木
）
▽
秋
田
県
消
防
広
域
化
推
進
会
議
に
出
席
（
県

議
会
棟
特
別
会
議
室
）
▽
北
秋
田
市
農
政
懇
談

会
に
出
席
（
中
央
公
民
館
）

28
日
（
金
）
▽
秋
田
県
薬
事
審
議
会
に
出
席
（
県
議
会
棟
特

別
会
議
室
）

29
日
（
土
）
▽
米
代
川
災
害
復
旧
事
業
着
工
式「
現
地
式
典
、

会
場
式
典
」に
出
席（
米
代
川
二
ツ
井
切
石
地
内
、

能
代
市
二
ツ
井
伝
承
館
）
▽
第
２
回
米
代
川
の

総
合
的
な
治
水
対
策
協
議
会
に
出
席
（
能
代
市

二
ツ
井
庁
舎
）

市長日誌 

平
成
20
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
４
月
１
日
、
市

役
所
本
庁
舎
で
は
、
職
員
の
異
動
に
伴
う
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
岸
部
市
長
が
幹
部
職
員

ら
を
前
に
年
度
始
め
の
訓
示
を
行
な
い
、
職
員
に

奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

辞
令
交
付
式
で
は
、
市
長
部
局
、
議
会
事
務
局
、

教
育
委
員
会
、
監
査
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

消
防
本
部
で
異
動
に
な
っ
た
主
幹
以
上
の
職
員
と

新
採
用
職
員
約
60
人
が
出
席
。
岸
部
市
長
、
吉
岡

興
市
議
会
議
長
、
加
賀
隆
寛
教
育
委
員
長
、
成
田

藤
雄
選
挙
管
理
委
員
長
、
近
藤
文
廣
消
防
長
が
そ

れ
ぞ
れ
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、

新
採
用
職
員

を
代
表
し
て

福
祉
事
務
所

福
祉
課
に
配

属
さ
れ
た
長

崎
剛
征
さ
ん
が
、

「
公
務
を
民

主
的
か
つ
能

率
的
に
運
営

す
べ
き
責
務

を
自
覚
し
、

住
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
執
行
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

市
長
訓
示
で
は
、
は
じ
め
に
「
初
年
度
は
合
併

ゼ
ロ
年
、
２
年
目
は
計
画
を
立
て
る
年
、
３
年
目

が
実
行
の
年
と
位
置
付
け
市
政
を
進
め
て
来
た
が
、

19
年
度
下
半
期
は
国
体
と
い
う
大
き
な
事
業
が
あ

っ
た
う
え
に
、
災
害
へ
の
対
応
で
予
定
し
て
い
た

事
業
の
執
行
が
制
約
さ
れ
、
半
分
程
度
し
か
で
き

な
か
っ
た
。
た
だ
、
皆
さ
ん
に
は
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
災
害
復
旧
ほ
か
、
全
国
植

樹
祭
の
準
備
な
ど
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
」
と
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
今
年
度
の
重
点
事
業
で
は
、
全
国
か

ら
１
万
人
以
上
訪
れ
る
全
国
植
樹
祭
が
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。
市
の
医
療
に
つ
い
て

は
、
米
内
沢
病
院
の
運
営
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、

方
向
性
は
つ
け
て
き
た
。
市
民
病
院
の
建
設
も
だ

い
ぶ
進
ん
で
い
る
。
来
年
10
月
の
開
院
に
向
け
計

画
に
従
っ
て
事
業
の
執
行
に
取
り
組
み
た
い
」
と
、

気
構
え
を
示
し
ま
し
た
。

職
員
に
対
し
て
は
、
「
今
回
の
異
動
は
２
２
５

人
と
大
規
模
だ
っ
た
が
、
一
人
ひ
と
り
が
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
つ
も
り
。
合
併
４
年
目

と
な
る
今
年
度
は
、
４
地
区
が
良
い
こ
と
も
負
担

と
な
る
こ
と
も
、
互
い
に
共
有
で
き
る
よ
う
な
市

政
を
進
め
た
い
。
職
員
は
大
幅
に
減
っ
た
が
、
力

を
十
分
に
発
揮
し
職
務
の
執
行
に
あ
た
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

平
成
2 0
年
度
が
ス
タ
ー
ト

幹
部
職
員
を
前
に
年
度
始
め
の
訓
示

を
行
う
岸
部
市
長

■
良
い
こ
と
も
負
担
と
な
る
こ
と
も

互
い
に
共
有
で
き
る
市
政
を

■
誠
実
・
公
正
に
職
務
を
執
行

岸
部
市
長

年
度
始
め
の
訓
示
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子
ど
も
警
察
官
を
先
頭
に
行
進

旧
家
に
伝
わ
る
逸
品
を
公
開

本
城・金
家
の
お
雛
様
展

市
内
各
所
で
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド

商
店
街
の
活
性
化
目
指
し
新
規
導
入

平
成
20
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日

か
ら
始
ま
り
北
秋
田
市
内
各
所
で
も
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
の
重
点
目
標
は
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
。加
え
て
、全
て
の
座
席
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、自
転
車
の
安
全
利
用
の

推
進
、飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指
し
展
開
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
前
で
行
わ
れ
た
出
発
式
に
は
、交
通
安
全

協
会
員
、交
通
安
全
母
の
会
、市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

な
ど
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。パ
レ
ー
ド
で
は
、か

わ
い
い
制
服
姿
の
子
ど
も
警
察
官
を
先
頭
に
市
内
を

行
進
し
市
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

鷹
巣
地
区
の
銀
座
通
り
商
店
街
を
中
心
と
す
る
16

店
舗
が
加
盟
し
展
開
す
る
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド「
Ｄ

Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ（
ド
ン
ド
ン
）カ
ー
ド
」の
サ
ー
ビ
ス
が

３
月
29
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

入
会
金
、年
会
費
は
無
料
で
、利
用
２
０
０
円
ご
と

（
税
別
）に
１
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、３
０
０
ポ
イ
ン

ト
で
満
点
と
な
り
ま
す
。満
点
に
な
る
と
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
に
よ
り
当
選
金（
５
０
０
円
～
３
０
０
０
円
）が

プ
リ
ペ
イ
ド
式
で
還
元
さ
れ
る
と
い
う
し
く
み
で
す
。

ビ
ン
ゴ
付
き
の
カ
ー
ド
導
入
は
県
内
初
。

加
盟
会
員
ら
は
、「
サ
ー
ビ
ス
導
入
で
消
費
者
の
流

出
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け
、中
心
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

森
吉
地
区
本
城
に
あ
る
金
家
住
宅
で
、４
月
上
旬
、

「
金
家
の
お
雛
様
展（
開
催
期
間
・
６
日
～
13
日
）」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
家
住
宅
は
明
治
後
期
～
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ

た
阿
仁
川
流
域
の
代
表
的
な
大
地
主
の
邸
宅
。洋
館

と
和
館
が
並
ん
で
残
る
県
内
で
も
数
少
な
い
建
造
物

で
、国
の
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。和
館

は
金
家
よ
り
旧
森
吉
町
へ
寄
贈
さ
れ
、昨
年
ま
で
地

区
公
民
館
と
し
て
住
民
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
の
お
雛
様
展
は
旧
暦
の
３
月
３
日（
現
在
の

４
月
８
日
）に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、明
治
後
期
に
購
入

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
お
雛
様
を
は
じ
め
、金
家
に

代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
品
（々
金
和
彦
さ
ん
所
有
）が

初
め
て
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。明
治
か
ら
平
成
へ
、

年
月
を
超
え
て
対
面
す
る
貴
重
な
展
示
品
に
見
学
に

訪
れ
た
人
達
も
興
味
深
げ
で
し
た
。

▲たかのす銀座通り商店会活性化部会の高橋伸幸部会長ほ
か関係者によるテープカットでサービス開始を告げました

▲北秋田市でも、交通安全パレードで子どもと高齢者の交
通事故防止などを市民に呼びかけました

サ
ー
ビ
ス

ス
タ
ー
ト

お
内
裏
様・お
雛
様・五
人
囃
子（
上
部
２
段
）が
明
治

後
期
に
購
入
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、下

段
に
は
大
館
・
北
秋
田
地
方
で
昔
流
行
し
た
押
し
絵
雛

が
飾
ら
れ
て
い
ま
す

▲
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火
災
多
発
期
を
迎
え
気
持
一
つ
に

北
秋
田
市
消
防
団（
吉
田
嘉
隆
消
防
団
長
）と
婦
人

消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
が
４
月
６
日
、鷹
巣
、

合
川
、森
吉
、阿
仁
の
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、春
季
の
火
災
多
発
期
を
迎
え
、消
防
ポ
ン

プ
等
の
機
械
器
具
の
点
検
や
消
防
技
術
向
上
な
ど
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

鷹
巣
中
央
公
園
で
行
わ
れ
た
鷹
巣
支
団（
佐
藤
文

信
支
団
長
）の
訓
練
に
は
団
員
・
婦
人
消
防
隊
２
８
２

人
が
参
加
、有
事
に
備
え
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で

訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、空
気
が
乾
燥
し
、ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。十
分

注
意
し
、火
の
用
心
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

市
消
防
団
一
斉
放
水
訓
練

「
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
川
で
カ
ジ
カ
突
き
を
し
た
い
」

山
村
留
学
ま
と
び
学
園
、
平
成
20
年
度
は
４
人
が
本
市
で
生
活

山
村
留
学
ま
と
び
学
園（
園
長
・
三
澤
仁
市
教
育
長
）

の
入
園
祭
が
４
月
３
日
、合
川
・
三
木
田
の
市
学
童
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、受
け
入
れ
農
家
や
関
係
者
な

ど
約
30
人
が
、前
年
度
か
ら
の
継
続
２
人
を
含
む
第
16

期
生
４
人
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

ま
と
び
学
園
は
、旧
合
川
町
で
平
成
５
年
に
始
ま
っ

た
山
村
留
学
制
度
。親
元
を
離
れ
て
入
園
し
た
子
ど
も

た
ち
が
、一
年
間
受
け
入
れ
農
家
と
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー

を
交
互
に
行
き
来
し
、生
活
し
ま
す
。

式
で
は
、三
澤
園
長
が
、「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、み
ん
な
で
仲
良
く
助
け
合
う

こ
と
、い
ろ
ん
な
人
に
感
謝
の
気
持
を
持
つ
こ
と
が
、

こ
こ
で
の
生
活
で
身
に
付
く
。今
年
一
年
、楽
し
く
仲

良
く
山
村
留
学
生
活
を
送
っ
て
」と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
子
ど
も
た
ち
が
、「
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
、川

で
カ
ジ
カ
突
き
を
し
た
い
」、「
か
ま
く
ら
を
作
り
た
い
」

な
ど
山
村
留
学
で
の
抱
負
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、今
年
山
村
留
学
生
活
の
２
年
目
を
迎
え
る

野

あ
か
り
さ
ん（
神
奈
川
県
・
中
１
）が「
一
年
間
４

人
で
力
を
合
わ
せ
、楽
し
い
一
年
間
に
な
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
」と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、野

さ
ん
の
ほ
か
、３
年
目
を
迎
え
る

仲
宗
根
瑠
美
君（
神
奈
川
県
・
小
６
）、今
年
度
か
ら
山

村
留
学
の
仲
間
入
り
を
す
る
安
井
和
哉
君（
大
阪
府
・

小
４
）と
、菊
地
瞭
太
君（
神
奈
川
県
・
小
４
）の
４
人
が

北
秋
田
市
で
生
活
を
送
り
ま
す
。

野

さ
ん
は
合
川
中
学
校
、仲
宗
根
君
、安
井
君
、菊

地
君
は
合
川
南
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
通
学
し
、ま
と
び

学
園
で
は
年
間
を
通
し
様
々
な
自
然
体
験
や
農
家
体

験
活
動
を
行
い
ま
す
。

▲新生活に胸をふくらませるまとび学
園の子どもたち。左から安井和哉君（小４）、
野　あかりさん（中１）、菊地瞭太君（小４）、
仲宗根瑠美君（小６）

▲学園の生活を見守る市の関係者、受け入れ農家の皆さんと一
緒に。１年間、受け入れ農家と山村留学センターを交互に行き来
して生活し、学園では様々な自然体験活動などを行います

る

び

か
ず
や

り
ょ
う
た

▲鷹巣中央公園で実施された鷹巣支団の訓練。午前７時、
堤西側の岸辺から一斉放水を行いました
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学びの広場 
●公民館活動 ●生涯学習

●文化振興 ●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANAB I　NO　HI R OB A

透明感あふれる優しい画 
阿仁公民館ロビー展 

美味しくできるかな？ 
中央公民館公開講座『初心者のための料理講座』 

学習意欲の向上を誓う 
 合川ことぶき大学修業式・学習会

　中央公民館では３月18日、調理初心者を対象とした
料理講座を開催しました。
　講座には、これから料理を始めようと思っている方
や料理の基本を再確認したい方など男性２人、女性15
人の受講生が参加、手早く作れる料理にチャレンジし
ました。
　講師は元調理師学校で指導されていた料理研究家の
田村弘子さん（大館市）。受講生は、調理に入る前に、食
材やその効能について、だしの摂り方についての説明
を受け、その後、３班に分かれて鱈のチリ風味・豚キム
チ丼・味噌汁の３品を講師の手解きを受けながら調理

しました。
　料理完成後は皆で試食を楽しみがら、食材のアレン
ジ方法や調理の手順を講師に尋ねるなど、会話を弾ま
せていました。

　合川ことぶき大学修業式及び学習会が３月26日、
合川農村環境改善センターで行われ、19年度の修め
の学習に取り組みました。
　合川ことぶき大学は、修業年限が２カ年で、今期16
期生となります。修業式では、学長の武石美作公民館長
が１年を振り返りあいさつ。学習会では、「後期高齢者
医療制度」「住宅用火災警報器・救命救急講習」につい
て学びました。

　この後、19年度の学習報告と20年度の学習計画案を
協議し、さらなる学習意欲の向上を誓い合いました。

　阿仁公民館３
月のロビー展は「作
山礼造氏スケッ
チ展」と題し、28
作品の水彩画を展

示しました。　このスケ
ッチ画は、生前に作山氏が出

掛けた先や車窓から目にした風景を、いつも持ち歩い
ていたスケッチブックに描いたもので、本画作成の参
考にしていた作品です。いずれも透明感あふれ、観る人
の心をほんのりとあたたかな気持ちにする、春の日差
しのような優しい作品ばかりです。
　期間中は遠くからも鑑賞に訪れ、大好評でした。今年

度は秋に作山氏の展示を予定しておりますのでみなさ
んお誘い合わせの上、ぜひご来館ください。

▼

手
早
く
作
れ
る
料
理
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た「
初
心
者
の
た
め
の
料
理
講
座
」

▼

住
宅
用
火
災
警
報
器
・
救
命
救
急

講
習
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た

▼

観
る
人
を
暖
か
な
気
持
に
さ
せ

た「
作
山
礼
造
氏
ス
ケ
ッ
チ
展
」
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阿
仁・森
吉・合
川
地
区
高
齢
者
大
学

平
成
20
年
度
の
阿
仁
・
森
吉
・
合
川

地
区
高
齢
者
講
座
が
次
の
内
容
で
開
催

さ
れ
ま
す
。受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
公
民
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

運
営
費
は
い
ず
れ
も
１
０
０
０
円
で
す
。

（
開
講
式
当
日
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学

▽（
テ
ー
マ
）楽
し
く
学
ん
で
い
き
い
き
と
！

▽（
内
容
）開
催
は
年
６
回
。
講
演
会
、歴

史
探
訪
、交
流
会
な
ど

対

象

60
歳
以
上
の
方

申
込
受
付

４
月
17
日（
木
）～

５
月
９
日（
金
）ま
で

申
込
み・問
合
せ

○
阿
仁
公
民
館

82-

２
２
２
０

■
森
吉
大
学

▽（
テ
ー
マ
）新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦

し
て
み
よ
う
▽
年
６
回
の
実
施
を
予
定
。

講
演
会
、移
動
研
修
、健
康
教
室
な
ど

対

象

55
歳
以
上
の
方

申
込
受
付

４
月
17
日（
木
）～

５
月
16
日（
金
）

申
込
み・問
合
せ

○
森
吉
公
民
館

72-

３
２
５
９

■
前
田
寿
大
学

▽（
テ
ー
マ
）仲
間
と
楽
し
く
学
び
合
お

う
▽（
内
容
）年
６
回
の
実
施
を
予
定
。

講
演
会
、移
動
研
修
、前
田
小
学
校
児
童
、

前
田
保
育
園
児
と
の
交
流
会
な
ど
。

対

象

55
歳
以
上
の
方

申
込
受
付

４
月
17
日（
木
）～

５
月
２
日（
金
）

申
込
み・問
合
せ

○
前
田
公
民
館

75-

２
１
０
０

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

▽（
テ
ー
マ
）豊
か
な
人
生
づ
く
り
を
学

び
あ
う
▽（
内
容
）年
８
回
実
施
予
定
。

講
演
会
、移
動
研
修
な
ど

対

象

60
歳
以
上
の
方

（
55
歳
か
ら
も
可
）

申
込
受
付

随
時
募
集

申
込
み・問
合
せ

○
合
川
公
民
館

78-

２
１
１
４

北
秋
田
市
に
は
歴
史
的
に
貴
重
な
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。例
を
挙

げ
る
と
、鷹
巣
地
区
で
は
、平
成
13
年
に
国
指
定
と
な
っ
た
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
は

じ
め
、県
指
定
文
化
財「
胡
桃
館
遺
跡
建
築
及
び
出
土
遺
物
」な
ど
。ま
た
阿
仁
地

区
に
は
国
指
定
文
化
財
旧
阿
仁
鉱
山
外
国
人
官
舎（
異
人
館
）が
あ
り
ま
す
。

森
吉
地
区
に
は
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
桃
洞
・
佐
渡
の
ス
ギ
原
生
林
。合

川
地
区
に
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
猿
倉
人
形
芝
居
一
座
と
い
う
貴

重
な
民
俗
芸
能
が
伝
え
ら
れ
、現
在
、復
活
活
動
中
で
す
。

ま
た
、本
城
の
金
家
住
宅
洋
館
は『
国
登
録
文
化
財
』、綴
子
大
太
鼓
は
、『
記
録

作
成
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
民
俗
文
化
財
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、旧
町
時
代
に
指
定
さ
れ
た
多
く
の
文
化
財
が
、北
秋
田
市
指
定
文
化

財
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
ほ
か
、緊
急
に
保
護
・
保
存
の
手
を
加
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
文
化
財
が
数
多
く
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、貴
重
な
文
化
財
を
保
存
及
び
保
護
し
、長
く
後
世
に
引

き
継
が
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、広
報
紙
で
市
民
の
皆
様
に
紹
介
し
、有
効

活
用
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取
り
上
げ
る
文
化
財
の
内
容
及
び
順
番
は
、

（
１
）国
指
定
及
び
登
録
文
化
財

（
２
）秋
田
県
指
定
文
化
財

（
３
）北
秋
田
市
指
定
文
化
財

（
４
）国
記
録
選
択
民
俗
文
化
財

（
５
）そ
の
他
、緊
急
に
保
存
が
必
要
と
思
わ

れ
る
文
化
財

と
し
、①
文
化
財
の
種
類（
有
形
、無
形
、史

跡
、天
然
記
念
物
、名
勝
別
な
ど
）②
文
化
財

の
所
在
地
③
文
化
財
の
内
容
・
特
色
④
指
定

年
月
日
、そ
の
他
な
ど
に
つ
い
て
、分
か
り
易

く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 ふ

る
さ
と
の
文
化
財
紹
介

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
紹
介

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
紹
介

仲
間
と
一
緒
に
新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！▲お仲間の皆さんと一緒に楽しく学んでみま

せんか。まずは公民館までご連絡ください 

次
号
か
ら
連
載
開
始

国指定重要文化財「異人館」 
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INFORMATION お知らせ

■公民館
中央公民館　　      ６２－１１３０
【ロビー展】　鷹巣絵画クラブ 
4・24（木）北秋田市老人クラブ連合会鷹
巣支部総会＝9:30～14:00 
26（土）北秋田市身体障害者協会鷹巣支
部総会＝10:30～14:00 
28（月）鷹巣地区婦人学級連絡協議会総
会＝18:30～21:00 
合川公民館　　      ７８－２１１４ 
【ロビー展】　木戸石婦人会作品展示 
23（水）日本語講座＝19:00～21:00
森吉公民館　　      ７２－３２５９
【サロン展】　米内沢書友の会（～30日）
阿仁公民館　　      ８２－２２２０
【ロビー展】 パンの花作品展 
24（木）あすの阿仁を創る生活推進会議
総会＝13:30～15:00 

■文化会館 
▼4・19（土）おはなしでてこい＝14：00～
▼26（土）・29（火）映画「ドラえもん・
のび太と緑の巨人伝」＝①10:30～②
13:30～＝　一般1500円、高校生1200円、
幼小中学生1000円 

■スポーツ
▼4・19（土）第46回河田杯マラソン・大
館北秋田ロードレース大会※雨天決行
▼19（土）・20（日）村田兆治の野球教室
＝中央公園野球場 ※雨天の場合鷹巣体育館 
▼27（日）全県選抜高等学校柔道大会＝
森吉スポセン 
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むし歯のない子（３歳児健診） 鷹巣会場
横 山 か す み
金 谷 ま お
佐 藤 み ゆ
飯 村 あ み
成 田 し ょ う
藤 島 く う や
辻 　 ゆ づ は
鈴木りょうま

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

東 中 岱
高 野 尻
脇 神
鷹 巣
松 葉 町
綴 子
あけぼの町
米 ノ 岱

工 藤 は や た
村 上 か い と
柳 谷 ゆ い か
岩 谷 な お
川 島 か の ん
堀 田 は る き
宮 腰 や ま と
鈴 木 は る か
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ちゃん 

ちゃん 

ちゃん

ちゃん

ちゃん
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赤 川 岱
掛 泥
あけぼの町
摩 当
松 葉 町
新舟見町
品 類
東 中 岱

国民年金の「学生納付特例制度」
　一般的に学生本人には収入が無いか、低額であることから、保険料の納付が困難な場合があります。このため、
学生であるうちは届出することにより保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。学生納付特
例制度は、学生本人が一定以下の所得の場合に、親に保険料負担を求めることなく、学生本人が社会人になって
から在学中の保険料を納付する制度です。
■対象となる学生　学校教育法に規定する大学、短大、各種学校、高等学校、夜間部、通信制・定時制課程、予備校
　などに在学する学生であって、学生本人の前年所得が118万円以下であるときです。
■手続きについて　住所（住民票）のある市町村役場の国民年金担当窓口へ、年金手帳、在学証明書または学生証
　の写、前年に所得がある方は所得証明書等を添えて「国民年金保険料学生納付特例申請書」を提出します。
■問合せ 鷹巣社会保険事務所　 ６２－１４９０ 

～学生の方も20歳から国民年金に加入することになります

料
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　今年は６月15日に「第59回全国
植樹祭」が北欧の杜で開催され、市
外から多くの方が訪れることから、
市民総参加で美化運動を展開しま
しょう。
【実施場所】
道路、河川、公園、墓地、公共広場等 

▼詳細につきましては、回覧版を 
　参考にして下さい。
▼実施日時は、地区によって異な
　る場合がありますので、事前に
　地区の自治（町内）会長にご確認
　ください。
◎問合せ
生活環境課　　　　　 62-1110
合川支所 市民福祉課　 78-2113
森吉支所 市民福祉課　 72-3115
阿仁支所 市民福祉課　 82-2113

春のクリーンアップ

　市では下記のとおり肺炎球菌ワクチンの任意接種に公費助成を行って
おります。このワクチンは肺炎のすべてを予防できるわけではありませ
んが、１回の接種で感染する機会の多い肺炎球菌のほとんどに対し有効
な免疫ができます。免疫持続期間は約５年で、原則として生涯に１回しか
接種できません。接種をご希望のかたは、医療機関に置いてある啓発資料
をよく読んで、またかかりつけの医師とご相談のうえ接種を受けられる
ことをお勧めいたします。
■対象となるかた
　①北秋田市に住所を有する、接種日において満65歳以上のかた 
　②60歳以上65歳未満で、心・肺・腎機能等に身体障害者手帳１級程度
　　の障害を有するかた 
※これまでに肺炎球菌予防接種を受けたことのあるかたは対象となりません。
■実施期間　平成20年５月１日～平成21年１月31日 
■助成金額　１人　３,０００円 
■自己負担額　医療機関によって接種料金が異なりますが、料金から助
　成金額を差し引いた額が自己負担額となります。
（生活保護を受けているかたは自己負担はありません）
■申込み方法 市内の実施医療機関へ事前に電話予約のうえ接種を受けてください。
■問合せ 保健センター　 ６２－６６６６ 

肺炎球菌予防接種を受けましょう

４月20日（日）早朝１時間

　市では、高齢者世帯、障害者世
帯、ひとり親世帯等が住宅の増改
築を行う際、自力での整備が困難
な世帯に資金の貸付を行っていま
す。詳細については下記までお問
い合わせください。
◆対象条件
▽高齢者住宅は、60歳以上の方が
　同居し、そのための居宅等の整備
▽障害者住宅は、障害者手帳１級
　～４級及び療育手帳Ａに該当す
　る方の居宅等の整備
▽ひとり親世帯等の住宅整備
◆申込期限　10月 31日まで

（ひとり親世帯等は年中）
◆貸付金額　1,500,000円以内
◎申込み・問合せ
　福祉事務所　 ６２－１１１３

平成20年度
　　　住宅整備資金貸付

市民プール　５月の教室 
◎問合せ　 ６２－５００１

初級水泳教室
内　容 泳げない方から、もっと上手に泳ぎたいと思っ

ている方まで、親切丁寧に指導します。

一緒に練習して大会出
場を目指しましょう。
細かいフォームも指導
します。

水中で気持ちよく全身
を動かし軽い体操や水
中で歩行等をします。
アクアビクスもやりま
す。

成人水泳教室

１・８・15・22 期　日
時　間

７・14・21・28 
14：00～15：00 19：00～20：00 14：00～15：00

中級水泳教室

講習料 各教室　月４回　３,０００円

上級水泳教室

内　容

２・６・９・13
16・20・23・27期　日

時　間 18：00～19：30

健康教室

14：00～15：00
講習料

ストレッチング教室

10：45～12：00

備　考
プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑必要
／講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券等も使え
ます）※一人各教室１回の無料体験ができます

筋肉をバランス良く伸
ばすことで、緊張をほぐ
して血液の循環を良くし、
肩こり、腰痛の改善・予
防をします。

７・14・21・28 
14：00～15：00

２・６・９・13
16・20・23・27

７・14
21・28

各教室　月４回３，０００円　／　月８回５，０００円

高齢者健康体操（ＡＤＬ）

日常生活動作能力の、歩く、立つ、
座る等の動作の維持と向上。イス
を使って安全に楽しく運動

営業時間 10:00～21:00 定休日 月曜日

13：45～15：00

８・15
22・29
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　インターネットなど情報通信技術の著しい発展に伴い、個
人情報保護に対する意識の高まりに対応するため、平成20年
５月１日から住民票の写し・戸籍に関する証明などの請求時、
窓口に来られたかたの本人確認をさせていただくことになり
ました。ご理解・ご協力のほどお願いいたします。なお、郵送
による請求についても同じ取り扱いとなり、本人確認書類の
写しの添付が必要となりますので、あわせてお願いいたします。
▼本人確認に必要な書類の例
　官公署発行の身分証明書・許可証（いずれも有効期限内のもの・コピー不可）
　→　運転免許証・パスポート・写真付き住民基本台帳カードなど
これらをお持ちでないかたは、次の書類いずれか２点以上をお持ちください。

　→　健康保険証・介護保険証・老人保健法受給者証・
　　　年金手帳や証書・学生証・社員証など
※代理人が請求される場合は、この他に委任状が必要となります。
◎問合せ　市民課　  ６２－１１１４ 
　　　　　及び各支所市民福祉課、または各出張所 

住民票の写し・戸籍に関する証明等の請求の際 
窓口に来られたかたの本人確認が必要となります 

市営住宅入居者募集 
①高野尻団地･･･綴子字高野尻90－２
木造平屋２ＬＤＫ 

　月　額　20,700円～34,200円 
（浄化槽使用料2,200円）

②南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13－２
簡易耐火２階建 ３ＬＤＫ 浴槽・釜なし※

　月　額　17,400円～28,900円 
簡易耐火２階建２ＤＫ　浴槽・釜なし 

　月　額　14,000円～23,300円 
③胡桃館団地･･･綴子字胡桃館２※
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　浴槽・釜なし 

　月　額　17,700円～29,300円 
④比立内団地･･･阿仁比立内字狐台13－１※
木造平屋３ＤＫ 

　月　額　9,100円～15,100円
⑤田ノ沢団地･･･川井字鳥屋沢40－25
木造平屋１ＤＫ 

　月　額　13,400円～22,200円 
（浄化槽使用料2,100円）

⑥松ヶ丘団地･･･川井字松石殿１－254※
木造平屋３ＤＫ　浴槽・釜なし 

　月　額　12,300円～20,500円 
※は単身入居不可
（家賃は入居世帯の人員、所得等により変動します）
敷　金　家賃の３ヵ月分 
入居資格　・収入基準を満たすこと 
・住宅に困窮していることが明らかなこと 
・公租公課を滞納していないこと 
・その他、窓口にて簡単な調査があります 
申込方法　都市計画課または各支所まで
募集期間 ４月16日（水）～25日（金）土日除く
申込み・問合せ
①②③都市計画課　　　　 ６２－６６４１ 
　④　阿仁支所産業建設課 ８２－２１１４ 
⑤⑥ 合川支所産業建設課 ７８－２１１５ 

市交際費公開します《３月》

慶 弔 費
会 　 費
そ の 他
合 　 計

17,028円
56,300円
50,000円
123,328円

３
１２
２

１７

支出種別 支出金額 件数

※交際費は市長代理で副市長等が出席している分も含んでいます。

特定健診についてのお願い 

【秋田育英奨学生】
募集人員　国公立大学　105名　　 私立大学　136名 
貸与月額　国公立大学　43,000円　私立大学　54,000円 
【すこやか奨学生】 募集人員　250名 
貸与月額　６万円、５万円、４万円、３万円（いずれか選択） 
申込期限　４月25日（金）必着 
◎申込み・問合せ　秋田県育英会　 018－860－3552

秋田育英奨学生・すこやか奨学生募集 

　広報きたあきた４月１日号といっしょに配布した「平成20
年度北秋田市成人検診日程表」でお知らせしておりますように、
40歳から74歳までの方を対象に特定健診がはじまります。集
団検診・国保ドック・個別医療機関方式いずれの受診にも、
必ず各医療保険者が発行する特定健診受診券が必要です。市の
国保加入者には市から受診券が発行されます。その他の医療保
険加入の方は各医療保険者から受診券を発行してもらい健診
を受けるようお願いします。

　平成20年度北秋田市成人検診日程表に一部誤りがありました。
　訂正してお詫び申し上げます。
▼肝炎ウイルス検診 自己負担金　800円→900円 
▼乳がん検診　自己負担金　20～74歳まで→40～74歳まで 
▼骨粗しょう症検診　自己負担金　20～70歳まで→40～70歳まで 

◎問合せ　保健センター　 ６２－６６６６ 
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（診療時間 午後６：３０～９：００）

■次の事項をご確認ください
▼診療の対象となるのは応急の診察を要す
る方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受
ける場合は、診療に応じかねます。▼往診は
していません。年齢・病気の病状にかかわら
ず事前に当番医に電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表 夜間 
診療 
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78－3161
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62－2882
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医 療 機 関 名
阿 仁 病 院
国民健康保険合川診療所
公立米内沢 総合病院
近 藤 医 院
北 秋 中 央 病 院
津 谷 内 科
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
疋 田 外 科 内 科 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
藤 原 医 院
たむら内科クリニック
奈 良 医 院
盛 岡 外 科 医 院
佐々木産婦 人科医院
石川耳鼻咽 喉科医院
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人口と世帯数 

※3月31日現在住民基本台帳による

総人口　38,879人（210人減）
　男　　18,335人（119人減）
　女　　20,544人（ 91人減）
出生　21人　転入　153人
死亡　37人　転出　337人
世帯数  14,694世帯（34世帯減）

前月比 

人権擁護委員の紹介
　人権擁護委員は、家庭内や近隣のもめごと、
困りごとなどの相談に応じたり、人権を守る
ために必要な手続きを助言します。この度、
長岐純一さん（七日市）、三浦宏幸さん（米内沢）
が選任され、法務大臣より委嘱されました。
◎問合せ　総務課　 ６２－１１１１
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森吉山山開き森吉山山開き 
平成2 0 年度平成2 0 年度 

秋田内陸線ニュース 

臨時快速「カタクリ号」「さくら号」の運行＆「急行もりよし号」 
「急行もりよし号八津駅臨時停車」
　　運行期間　４月19日（土）～30日（水） 
「カタクリ号」
　　運行期間　４月19日（土）～30日（水） 
ＪＲ直通「弘前お城とさくら号」
　　運行期間　４月25日（金）～５月５日（月） 
ＪＲ直通「角館武家屋敷とさくら号」
　　運行期間　４月26日（土）～５月６日（火） 
※土日祝日は１日乗り放題のホリデーきっぷが便利です。
　■問合せ　秋田内陸縦貫鉄道（株） 82－3231

鷹巣中央公園　　　祭り鷹巣中央公園　　　祭り
第57回 

４月2 6 日～５月６日
　　　　　（土）　　　　　（火）
４月2 6 日～５月６日
　　　　　（土）　　　　　（火） 

ライトアップは19日からライトアップは19日から 

●期間中の主なイベント（予定）●期間中の主なイベント（予定） 

４月27日（日）正午　桜を観る会
　　　　　　　　　ほか　民謡ショー、
　　　　　　　　　　　　歌謡ショー、
　　　　　　　　　　　　バンド演奏など

４月27日（日）正午　桜を観る会
　　　　　　　　　ほか　民謡ショー、 
　　　　　　　　　　　　歌謡ショー、 
　　　　　　　　　　　　バンド演奏など 

ゴミはお持ち帰りくださいゴミはお持ち帰りください

鷹巣中央公園　　　祭り 

寺田知事との内陸線対話集会 

集合時間・場所 ８時30分　こめつが山荘前 
　　　　　　　　※自家用車等は、旧森吉スキー場
　　　　　　　　　駐車場へ駐車して下さい。 
申し込み ４月25日（金）まで
注意事項　▼雨天中止（小雨決行）▼各自昼食・飲物 
　　　　　持参▼タバコの吸殻、ゴミの持ち帰り厳 
　　　　　守▼高山植物の採取、伐採厳禁▼事故、
　　　　　けが等は応急処置以外は自己責任 
■申し込み・お問い合わせ
　　　北秋田市観光案内所（四季美館） 75－3355

　知事と住民及び団体代表者の対話集会を開催します。
参加される方は、内陸線再生支援室までお申し込みください。
■広域交流センター　第１研修室　　９：２０～１０：２０（定員30人）
■阿仁山村開発センター　研修室　１２：１０～１３：１０（定員30人）
◎お問い合わせ　阿仁支所内陸線再生支援室　 0186-82-2111　※締め切りは4月21日（月）まで

４月2 5日［金］ 

５月３日（土）５月３日（土）


